
受益者のみなさまへ
平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げ

ます。
さて、「ピムコ世界金融ハイブリッド証券戦略

ファンド（毎月決算型・通貨プレミアム）」は、
2017年8月17日に第17期決算を行いました。

当ファンドは、主として外国投資信託証券「ピ
ムコ バミューダ キャピタル セキュリティーズ 
ファンドＣ－クラスＪ（Ｃ-ＵＳＤ）（バミュー
ダ籍・円建て）」への投資を通じて、主に世界の
金融機関が発行するＣｏＣｏ債等のハイブリッ
ド証券に投資することで、安定した利子収入の
獲得と信託財産の成長を図ることをめざして運
用を行いました。また、米ドル（対円）にかか
るコールオプションの売りを行うカバードコー
ル戦略により、オプションプレミアム収入を獲
得することにより、損失の軽減や利益の上乗せ
を目指しました。ここに期中の運用状況と収益
分配状況についてご報告申し上げます。

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお
願い申し上げます。

第17期末（2017年8月17日）
基 準 価 額 10,413円
純 資 産 総 額 3,942百万円

第12期～第17期
騰 落 率 4.8％
分配金（税込み）合計 590円

（注1）騰落率は分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして
計算したものです。

（注2）純資産総額の単位未満は切捨てて表示しております。
（注3）当報告書における比率は、表示桁未満を四捨五入しております。

ＳＢＩアセットマネジメント株式会社
〒106-6017 東京都港区六本木1-6-1

お問い合わせ先
電話番号 03-6229-0097

受付時間：営業日の9：00～17：00

ホームページから、ファンドの商品概要、
レポート等をご覧いただけます。

http://www.sbiam.co.jp/

ピムコ世界金融 
ハイブリッド証券戦略ファンド 

（毎月決算型・通貨プレミアム）
追加型投信／内外／その他資産（ハイブリッド証券）

交付運用報告書
第 3作成期

	第12期（決算日2017年 3 月17日）		 第13期（決算日2017年 4 月17日）
	第14期（決算日2017年 5 月17日）		 第15期（決算日2017年 6 月19日）
	第16期（決算日2017年 7 月18日）		 第17期（決算日2017年 8 月17日）

作成対象期間（2017年 2 月18日～2017年 8 月17日）

○�交付運用報告書は、運用報告書に記載すべき事項のう
ち重要なものを記載した書面です。その他の内容につ
いては、運用報告書（全体版）に記載しております。

○�当ファンドは、投資信託約款において運用報告書（全
体版）に記載すべき事項を、電磁的方法によりご提供
する旨を定めております。運用報告書（全体版）は、右
記ホームページにて閲覧・ダウンロードいただけます。

○�運用報告書（全体版）は、受益者の方からのご請求に
より交付されます。交付をご請求される方は、販売会
社までお問い合わせください。

＜運用報告書（全体版）の閲覧・ダウンロード方法＞
右記URLにアクセス ⇒「ファンド情報」⇒「当該ファ
ンド」を選択 ⇒「目論見書・定期レポート等」を選択
⇒「運用報告書（全体版）」より該当の決算期を選択く
ださい。
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運用経過
基準価額等の推移 � （2017年2月18日～2017年8月17日）

純資産総額（右軸）基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

（円） （百万円）
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（期首）
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（期末）

第12期首：10,511円
第17期末：10,413円（既払分配金（税込み）：590円）
騰 落 率： 4.8％（分配金再投資ベース）

（注1）当ファンドは外国投資信託証券への投資を通じて、世界の金融機関が発行するハイブリッド証券に分散投資を行い、安定した利子収入の獲得と信託財産
の中長期的な成長を図ることをめざして運用を行うため、ベンチマークはありません。また適当な参考指数もないことから、参考指数等も記載しており
ません。

（注2）分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したとみなして計算したファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
（注3）分配金の再投資についてはお客様がご利用のコース等により異なります。また、ファンドの運用経過については、当ファンドのパフォーマンスを示した

ものであり、ファンドの購入価額により課税条件等が異なるため、お客様の損益の状況を示すものではありません。
（注4）分配金再投資基準価額は、期首（2017年2月17日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。

○基準価額の主な変動要因
当ファンドの分配金再投資基準価額は、期初以降、CoCo債などのハイブリッド証券価格は比較的堅

調に推移したものの、欧州の政局不安などにより為替相場が一時1ドル＝108円まで下落したことから、
2017年4月19日には当期の最安値である11,086円を付けました。

しかし、その後はフランス大統領選挙の第1回目の投票及び決選投票において中道系のマクロン氏が
勝利したことに加え、英国の統一地方選挙やドイツ州議会選挙で与党が勝利したことにより、投資家は
再びリスク資産を選好するようになりました。

5月下旬以降にイタリアの銀行の不良債権問題などによりハイブリッド証券価格がやや軟調に推移し
たことから、当ファンドの分配金再投資基準価額も下落しましたが、6月下旬以降は、欧州中央銀行（ECB）
の量的緩和縮小観測による長短金利差の拡大が金融機関の収益回復に寄与するとの期待に加えて、好調
な欧州経済の先行きに関する楽観的な見方からハイブリッド証券価格が比較的堅調に推移し、当ファン
ドの分配金再投資基準価額も2017年8月8日には当期の最高値である11,712円を付けました。当期末時
点では、作成期首比で＋4.8％の11,664円となりました。
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1万口当たりの費用明細 � （2017年2月18日～2017年8月17日）

項 目 第12期～第17期 項 目 の 概 要金 額 比 率
円 ％

（a） 信 託 報 酬 104 0.983 （a）�信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率

（ 投 信 会 社 ） （ 63） （0.594） 委託した資金の運用の対価

（ 販 売 会 社 ） （ 40） （0.375） 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報
提供等の対価

（ 受 託 会 社 ） （  1） （0.013） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（b） そ の 他 費 用 5 0.046 （b）�その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数

（ 監 査 費 用 ） （  1） （0.007） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（ 印 　 刷 ） （  4） （0.039） 開示資料等の作成・印刷費用等

合 計 109 1.029

作成期中の平均基準価額は、10,575円です。

（注1）作成期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注2）消費税は報告日の税率を採用しています。
（注3）項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注4）各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。

当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「1万口当たりの費用明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示しており
ます。

（注5）各比率は1万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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最近5年間の基準価額等の推移 � （2012年8月17日～2017年8月17日）

純資産総額（右軸）基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

（円） （百万円）
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（注1）分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したとみなして計算したファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
（注2）分配金の再投資についてはお客様がご利用のコース等により異なります。また、ファンドの運用経過については、当ファンドのパフォーマンスを示した

ものであり、ファンドの購入価額により課税条件等が異なるため、お客様の損益の状況を示すものではありません。
（注3）�当ファンドについては設定日以降のデータが5年に満たないため、実在するデータ（2016年2月26日から2017年8月17日）のみの記載となっております。

2016年2月26日 2016年8月17日 2017年8月17日
設定日 決算日 決算日

基準価額 （円） 10,000 10,033 10,413
期間分配金合計（税込み） （円） － 250 930
分配金再投資基準価額騰落率（％） － 2.9 13.4
純資産総額� （百万円） 1,506 2,297 3,942

（注1）当ファンドは外国投資信託証券への投資を通じて、世界の金融機関が発行するハイブリッド証券に分散投資を行い、安定した利子収入の獲得と信託財産
の中長期的な成長を図ることをめざして運用を行うため、ベンチマークはありません。また適当な参考指数もないことから、参考指数等も記載しており
ません。

（注2）純資産総額の単位未満は切捨てて表示しております。
（注3）騰落率は1年前の決算応当日との比較です。ただし、設定日の基準価額は設定当初の金額、純資産総額は設定当初の元本額を表示しており、2016年8月

17日の騰落率は設定当初との比較です。
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投資環境 � （2017年2月18日～2017年8月17日）
※以下のコメントの内容は、ピムコ社からのコメントを基にＳＢＩアセットマネジメントが編集したものです。

【CoCo債市況】
金融ハイブリッド証券市場は、欧州にて着

実な労働市場の回復と景況感の改善が確認さ
れたことに加え、フランスにおけるポピュリ
ズム政党の敗退に伴い政治リスクが後退した
ことが好感され、上昇しました。

また、6月の欧州中央銀行（ECB）政策理
事会において、債券購入プログラムの拡大に
関する文言の削除が検討されたことが明らか
となり、欧州で長期金利の上昇がみられ、金
融機関の収益改善に対する期待が高まったこ
ともプラス要因となりました。

【為替市況】
米国にてオバマケア代替法案が否決され、

トランプ大統領の議会運営能力が疑問視され
るなか、米政権とロシアの不透明な関係を巡
る「ロシアゲート」問題への警戒感から円高・
米ドル安が進行しました。

また、冴えない米消費者物価指数（CPI）を
背景に、インフレ基調の弱さが確認されるなか、
市場にて将来のインフレ動向に対する楽観的
な見方が後退したことも円高・米ドル安要因
となりました。
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【CoCo債指数の推移】

出所：Bloombergのデータを基にＳＢＩアセットマネジメントが作成
（注）CoCo債指数はBofAメリルリンチ・コンティンジェント・キャピタル・

インデックスを使用
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【為替レートの推移】

出所：Bloombergのデータを基にＳＢＩアセットマネジメントが作成
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当ファンドのポートフォリオ � （2017年2月18日～2017年8月17日）

＜当ファンド＞
「ピムコ バミューダ キャピタル セキュリティーズ ファンドＣ－クラスＪ（Ｃ-ＵＳＤ）（バミューダ

籍・円建て）」への投資を通じて、主に世界の金融機関が発行するハイブリッド証券に分散投資を行い、
安定した利子収入の獲得と信託財産の中長期的な成長を図ることをめざして運用を行いました。

＜ピムコ バミューダ キャピタル セキュリティーズ ファンドＣ－クラスＪ（Ｃ-ＵＳＤ）（バミューダ籍・円建て）＞
金融機関が発行するCoCo債（偶発転換証券）等のハイブリッド証券を主要投資対象とし、金利収入

の確保と信託財産の中長期的な成長をめざしました。また、米ドル（対円）のカバードコール戦略を行い、
オプション料（プレミアム）の追加的な収益の獲得をめざして運用いたしました。

なお、直近7月末時点のポートフォリオについては以下の通りとなっております。

ポートフォリオ構成

（注1）�平均格付とは、基準日時点での本ファンドの組入投資信託証券にかかる信用格付を加重平均したものです。
そのため、本ファンドにかかる格付ではありません。

（注2）デュレーションとは、債券投資におけるリスク度合いを表す指標です。金利変動に対する債券価格の反応
度（リスクの大きさ）を表しています。なお、デュレーションが長いほど債券価格の反応は大きくなります。

（注3）最終利回りは、債券購入日から償還日までに得る受取利息や償還差損益（額面と購入価額の差）等、合計
額が投資元本に対して1年あたりどの程度となるかを示すものです。

（注4）クーポンとは、額面金額に対する単年での利息の割合を表します。
（注5）平均直利とは、平均時価単価に対する平均クーポンの割合です。
（注6）プレミアムとは、純資産に対する年率調整後のオプションプレミアム収入です。

平均格付け ＢＢＢ
平均デュレーション 4.52年
平均最終利回り 6.45％
平均クーポン 6.10％
平均直利 5.65％
銘柄数 137銘柄

プレミアム 10.94％

債券種別構成比率
CoCo債 65.3％
優先証券 11.9％
劣後債 5.8％
金融シニア債 7.7％
株式 1.5％
その他債券 －9.4％
その他 17.1％

（注1）比率は純資産総額に対する割合です。
（注2）CoCo債にはバーゼルⅢ対応型劣後債

を含みます。

格付分布
ＡＡＡ格 13.8％
ＡＡ格 0.0％
Ａ格 3.9％
ＢＢＢ格 30.7％
ＢＢ格 48.7％
Ｂ格以下 2.9％

（注1）比率は純資産総額に対する割合です。
（注2）ピムコによる社内格付を含みます。

国・地域別構成比率
英国 25.6％
スイス 11.6％
オランダ 11.2％
スペイン 10.9％
米国 9.4％
その他 31.4％

（注1）比率は純資産総額に対する割合です。
（注2）�国・地域はピムコの分類によるもの

です。

※�上表については、ピムコ（ＰＩＭＣＯ：パシフィック・インベストメント・マネジメント・カンパニー・エルエルシー）の資料
を基に、ＳＢＩアセットマネジメントが作成しています。

＜ＦＯＦｓ用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用）＞
主要投資対象である「短期金融資産 マザーファンド」の受益証券を高位に組入れ、これを維持しま

した。
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当ファンドのベンチマークとの差異 � （2017年2月18日～2017年8月17日）
当ファンドは外国投資信託証券への投資を通じて、世界の金融機関が発行するハイブリッド証券に分

散投資を行い、安定した利子収入の獲得と信託財産の中長期的な成長を図ることをめざして運用を行う
ため、ベンチマークはありません。また、適当な参考指数もないことから、参考指数等も記載しており
ません。

分配金 � （2017年2月18日～2017年8月17日）
当作成期の分配金は、当ファンドの分配方針に基づき、基準価額水準や市況動向等を勘案し、下表の

通りといたしました。
なお、分配に充てずに信託財産に留保した収益につきましては、元本部分と同一の運用を行います。

○分配原資の内訳
	 （単位：円、1万口当たり、税込み）

項 目
第12期 第13期 第14期 第15期 第16期 第17期

2017年2月18日～
2017年3月17日

2017年3月18日～
2017年4月17日

2017年4月18日～
2017年5月17日

2017年5月18日～
2017年6月19日

2017年6月20日～
2017年7月18日

2017年7月19日～
2017年8月17日

当期分配金 70 70 110 110 110 120
（対基準価額比率） 0.655％ 0.671％ 1.015％ 1.049％ 1.037％ 1.139％

当期の収益 70 70 110 110 110 120
当期の収益以外 － － － － － －

翌期繰越分配対象額 2,278 2,464 2,621 2,772 2,930 3,081
（注1）�対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。
（注2）�当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金（税込み）と一致しない場合があります。
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今後の見通しと運用方針

＜当ファンド＞
引き続き、主として「ピムコ バミューダ キャピタル セキュリティーズ ファンドＣ－クラスＪ（Ｃ-

ＵＳＤ）（バミューダ籍・円建て）」への投資を通じて、世界の金融機関が発行するハイブリッド証券に
分散投資を行い、安定した利子収入の獲得と信託財産の中長期的な成長を図ることをめざして運用を行
います。

＜ピムコ バミューダ キャピタル セキュリティーズ ファンドＣ－クラスＪ（Ｃ-ＵＳＤ）（バミューダ籍・円建て）＞
当該外国投資信託を運用している、ピムコ社（PIMCO＝Pacific Investment Management 

Company LLC）は、以下のようにコメントをしています。

短期的には、世界経済は先進国を中心に緩やかな景気回復が継続し、景気後退のリスクが低い状況が
継続することは、金融機関の収益にとって追い風となると考えられます。

また、中長期的には、以下のことから金融機関の健全性が高い状況が継続すると予想されます。
第1に、欧米の金融機関は金融危機以降、自己資本比率を危機前の2倍近くに引き上げています。
第2に、金融機関は自己勘定取引のサイズを危機前の半分以下にしており、リーマン・ショック時の

ような大幅な損失を出しづらい状況にあります。
第3に、欧米金融機関の融資は、金融危機以降伸びておらず、大幅な不良債権の増加は考えづらい状

況です。
一方、不良債権処理が遅れているイタリアの金融機関に対する懸念も存在しますが、欧州のコア国の

多くの不良債権処理は進んでおり、この問題はイタリアの銀行にとどまる問題と考えられます。なお当
ファンドにおけるイタリアの金融機関の組入比率は5％程度と限定的です。

従って、足元米国ハイイールド債券と同程度の利回りを提供する金融ハイブリッド証券市場は魅力的
な投資機会を提供していると見ています。また、世界の株式市場が乱高下する中、キャピタルゲインと
インカムゲインのバランスを再考する上で、6％を上回る利回りをもたらす金融ハイブリッド証券の魅
力は相対的に高まっているといえます。

金融ハイブリッド証券運用にあたっては、各国で金融規制の導入の仕方にばらつきがあることに加え、
金融機関においてもビジネスモデルや保有資産、資本水準などが大きく異なることから、当ファンドで
は発行体選択や銘柄選択を重視しています。具体的には、欧州連合（EU）離脱問題を受けて調整して
いるものの、引き続き財務の健全性が高い英国などの金融機関等への投資を継続する一方で、依然とし
て不良債権問題が遅れるイタリアの金融機関への投資を控えます。

＜ＦＯＦｓ用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用）＞
主として、短期金融資産 マザーファンドの受益証券への投資を通じて、わが国の短期金融資産等（短

期公社債および短期金融商品を含みます。）を中心に投資を行います。
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お知らせ
該当事項はありません。

当ファンドの概要

商 品 分 類 追加型投信／内外／その他資産（ハイブリッド証券）
信 託 期 間 平成38年2月17日まで（設定日：平成28年2月26日）
運 用 方 針 安定的な配当等収益の確保および信託財産の中長期的な成長を図ることをめざして運用を行います。

主要投資対象
外国投資信託である「ピムコ バミューダ キャピタル セキュリティーズ ファンドＣ－クラスＪ（Ｃ-ＵＳＤ）（バ
ミューダ籍・円建て）」および国内の証券投資信託である「ＦＯＦｓ用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専
用）」を主要投資対象とします。なお、短期金融商品等に直接投資する場合があります。

運 用 方 法
主として外国投資信託である「ピムコ バミューダ キャピタル セキュリティーズ ファンドＣ－クラスＪ（Ｃ-
ＵＳＤ）（バミューダ籍・円建て）」への投資を通じ、世界の金融機関が発行するＣｏＣｏ債等のハイブリッド証
券等に投資するとともに、円に対する米ドルのコール・オプションを売却し、オプションプレミアム収入の獲得
を目指すカバードコール戦略を活用し、安定的な配当収入の確保をめざします。

分 配 方 針

毎月17日（休業日の場合は翌営業日）に決算を行い、原則として以下の方針に基づき収益の分配を行います。分
配対象額の範囲は経費控除後の配当等収益および売買益（評価益を含みます。）等の全額とします。分配対象額に
ついては委託者が基準価額水準、市況動向等を勘案して決定します。ただし、分配対象額が少額の場合は、分配
を行わないことがあります。なお、収益分配にあてず信託財産内に留保した利益については、運用の基本方針に
基づき、元本部分と同一の運用を行います。

8

ピムコ世界金融ハイブリッド証券戦略ファンド（毎月決算型・通貨プレミアム）  

交付_90089_102701_20170817_三校_ピムコ世界金融ハイブリッド証券戦略ファンド（毎月決算型・通貨プレミアム）_688486.indd   8 2017/09/22   11:10:31



（参考情報）

○当ファンドと代表的な資産クラスとの騰落率の比較

最大値（当ファンド） 最大値 最小値（当ファンド） 最小値 平均値

（％）
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当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

（2012年8月～2017年7月）

（単位：％）
当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

最大値 16.8 65.0 65.7 47.4 9.3 34.9 43.7
最小値 8.4 △ 22.0 △ 17.5 △ 27.4 △ 4.0 △ 12.3 △ 17.4
平均値 11.5 18.6 20.8 10.8 2.6 9.1 6.5

（注1）全ての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。
（注2）2012年8月から2017年7月の5年間の各月末における直近1年間の騰落率の最大値・最小値・平均値を表示したものです。
（注3）当ファンドについては設定日以降のデータが5年に満たないため、2016年2月26日（設定日）から2017年7月31日のデータを基に算出しており

ます。したがって、代表的な資産クラスとの比較対象期間が異なります。
（注4）上記の騰落率は決算日に対応した数値とは異なります。
（注5）当ファンドは分配金再投資基準価額の騰落率です。

《各資産クラスの指数》
日 本 株：東証株価指数（TOPIX）（配当込み）
先進国株：MSCI － KOKUSAI インデックス（配当込み、円ベース）
新興国株：MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
日本国債：NOMURA － BPI国債
先進国債：シティ世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
新興国債：JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ・グローバル・ディバーシファイド（円ベース）
※各指数についての説明は、P13の「代表的な資産クラスとの騰落率の比較に用いた指数について」をご参照ください。

（注）海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しております。
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当ファンドのデータ
組入資産の内容 � （2017年8月17日現在）

○組入上位ファンド
銘 柄 名 第17期末

％
ピムコ バミューダ キャピタル セキュリティーズ ファンドＣ－クラスＪ（Ｃ-ＵＳＤ）（バミューダ籍・円建て） 99.6
ＦＯＦｓ用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用） 0.0

組入銘柄数 2銘柄
（注1）組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
（注2）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載されています。

○資産別配分

投資信託証券
99.6％

投資信託証券
99.6％

その他
0.4％

○国別配分

バミューダ
99.6％
バミューダ
99.6％

日本
0.0％

その他
0.4％

○通貨別配分

円
99.6％
円

99.6％

その他
0.4％

（注1）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する割合です。
（注2）国別配分につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。

純資産等

項 目 第12期末 第13期末 第14期末 第15期末 第16期末 第17期末
2017年3月17日 2017年4月17日 2017年5月17日 2017年6月19日 2017年7月18日 2017年8月17日

純 資 産 総 額 2,219,827,454円 2,207,858,148円 3,501,886,347円 3,508,346,995円 3,817,829,897円 3,942,828,693円
受 益 権 総 口 数 2,090,648,686口 2,131,563,964口 3,263,126,382口 3,381,771,114口 3,637,466,150口 3,786,443,522口
1万口当たり基準価額 10,618円 10,358円 10,732円 10,374円 10,496円 10,413円

（注）作成期中における追加設定元本額は2,334,766,453円、同解約元本額は629,542,633円です。
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グローバル・リート・トリプル・プレミアム・ファンド（毎月分配型）（愛称：トリプル・プレミアム） 
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作成時点において、入手可能な直前計算期間の年次報告書をもとに作成しております。 
 
 

【基準価額の推移】 
（2015 年 9 月 26 日～2016 年 9 月 26 日） 

 

 

【１万口当たりの費用明細】 
（2015 年 9 月 26 日～2016 年 9 月 26 日） 

項    目 
当 期 

金 額 比 率 
 円 ％

(ａ) 信 託 報 酬 14 0.141 
（ 投 信 会 社 ） (   11) (0.108)
（ 販 売 会 社 ） (    1) (0.011)
（ 受 託 銀 行 ） (    2) (0.022)

(ｂ) そ の 他 費 用 1 0.005 
 ( 監 査 費 用 ) (    0) (0.002)
 ( そ  の  他 ) (    0) (0.004)

合    計 15 0.146 
(注) 上記項目の概要につきましては、P２をご参照ください。

 
 

【組入上位 10 銘柄】 
（2016 年 9 月 26 日現在） 

銘 柄 名 国/地域 比率(％) 
1 第８６９回政府保証公営企業債券 日本 7.9
2 第１９回政府保証日本高速道路保有・債務返済機構債券 日本 6.2
3 第８７１回政府保証公営企業債券 日本 5.6
4 第３回政府保証西日本高速道路債券 日本 3.1
5 第６回政府保証東日本高速道路債券 日本 2.7
6 第３１０回中国電力株式会社社債 日本 1.3
7 第３０６回中国電力株式会社社債 日本 1.3
8 第８回政府保証西日本高速道路債券 日本 1.3
9 平成１８年度第６回静岡県公募公債 日本 1.3
10 第１０回政府保証中日本高速道路債券 日本 1.3

組入銘柄数 13 銘柄

(注１) 比率は、純資産総額に対する割合です。 
(注２) 組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。 
(注３) 国（地域）につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。 

 
【資産別配分】 【国別配分】 【通貨別配分】 

   

(注１) 基準価額の推移、組入上位 10銘柄、資産別・国別・通貨別のデータは 2016 年 9月 26 日現在のものです。 
(注２) 1 万口当たりの費用の明細は、「ＦＯＦｓ用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用）」の直近の決算期のものです。 
(注３) 資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率はポートフォリオ部分に対する評価額の割合です。 

9,900

9,920

9,940

9,960

9,980

10,000

ＦＯＦｓ用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用） 

(円) 

2015/9/25 
（期首） 

2015/11 2016/1 2016/3 2016/5 2016/9/26
（期末） 

2016/7

その他 
63.9％ 日本 

100.0％ 

円 

100.0％ 

国内債券 

36.1％ 

ピムコ バミューダ キャピタル セキュリティーズ ファンドＣ－クラスＪ（Ｃ-ＵＳＤ）（バミューダ籍・円建て）
作成時点において、入手可能な直前計算期間の年次報告書をもとに作成しております。
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12,000
（2015年6月30日～2016年6月30日）
【分配金再投資基準価額の推移】 【1万口当たりの費用明細】

入手可能な費用明細のデータが存在しないため、掲載して 
おりません。

【組入上位10銘柄】
（2016年6月30日現在）

銘 柄 名 国 / 地 域 比 率
％

1 ロイズ バンキング グループ 英国 4.5
2 クレディ・スイス スイス 3.5
3 サンタンデール銀行 スペイン 3.4
4 HSBC 英国 3.3
5 ビルバオ・ビスカヤ・アルヘンタリア銀行 スペイン 3.0
6 バークレイズ 英国 2.7
7 KBC銀行 ベルギー 2.5
8 ラボバンク オランダ 2.4
9 UBS スイス 2.4
10 BNP パリバ フランス 2.2

組入銘柄数 142銘柄

【資産別配分】

CoCo債
59.9％

優先証券
11.5％

劣後債
15.6％

金融シニア債
3.1％

株式
2.0％

その他
13.3％

その他債券
-5.3％

【国別配分】

英国
25.1％
英国
25.1％

フランス
17.8％

スイス
12.2％

スペイン
10.7％

オランダ
9.6％

その他
24.6％

【通貨別配分】

米ドル
104.9％

ユーロ
-1.5％

英ポンド
-3.5％

スイスフラン
0.0％豪ドル

0.0％

（注1）資産別・国別・通貨別配分は、2016年6月30日現在のものです。
（注2）資産別配分の比率は、純資産総額に対する評価額の割合、国別・通貨別配分の比率は投資信託証券の評価額合計に対する割合です。

90089_ピムコ バミューダ キャピタル セキュリティーズ ファンドC-クラスJ（C-USD）（バミューダ籍・円建て）_669765.indd   1 2017/03/08   12:43:29
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組入上位ファンドの概要
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グローバル・リート・トリプル・プレミアム・ファンド（毎月分配型）（愛称：トリプル・プレミアム） 
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作成時点において、入手可能な直前計算期間の年次報告書をもとに作成しております。 
 
 

【基準価額の推移】 
（2015 年 9 月 26 日～2016 年 9 月 26 日） 

 

 

【１万口当たりの費用明細】 
（2015 年 9 月 26 日～2016 年 9 月 26 日） 

項    目 
当 期 

金 額 比 率 
 円 ％

(ａ) 信 託 報 酬 14 0.141 
（ 投 信 会 社 ） (   11) (0.108)
（ 販 売 会 社 ） (    1) (0.011)
（ 受 託 銀 行 ） (    2) (0.022)

(ｂ) そ の 他 費 用 1 0.005 
 ( 監 査 費 用 ) (    0) (0.002)
 ( そ  の  他 ) (    0) (0.004)

合    計 15 0.146 
(注) 上記項目の概要につきましては、P２をご参照ください。

 
 

【組入上位 10 銘柄】 
（2016 年 9 月 26 日現在） 

銘 柄 名 国/地域 比率(％) 
1 第８６９回政府保証公営企業債券 日本 7.9
2 第１９回政府保証日本高速道路保有・債務返済機構債券 日本 6.2
3 第８７１回政府保証公営企業債券 日本 5.6
4 第３回政府保証西日本高速道路債券 日本 3.1
5 第６回政府保証東日本高速道路債券 日本 2.7
6 第３１０回中国電力株式会社社債 日本 1.3
7 第３０６回中国電力株式会社社債 日本 1.3
8 第８回政府保証西日本高速道路債券 日本 1.3
9 平成１８年度第６回静岡県公募公債 日本 1.3
10 第１０回政府保証中日本高速道路債券 日本 1.3

組入銘柄数 13 銘柄

(注１) 比率は、純資産総額に対する割合です。 
(注２) 組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。 
(注３) 国（地域）につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。 

 
【資産別配分】 【国別配分】 【通貨別配分】 

   

(注１) 基準価額の推移、組入上位 10銘柄、資産別・国別・通貨別のデータは 2016 年 9月 26 日現在のものです。 
(注２) 1 万口当たりの費用の明細は、「ＦＯＦｓ用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用）」の直近の決算期のものです。 
(注３) 資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率はポートフォリオ部分に対する評価額の割合です。 
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【分配金再投資基準価額の推移】 【1万口当たりの費用明細】

入手可能な費用明細のデータが存在しないため、掲載して 
おりません。

【組入上位10銘柄】
（2016年6月30日現在）

銘 柄 名 国 / 地 域 比 率
％

1 ロイズ バンキング グループ 英国 4.5
2 クレディ・スイス スイス 3.5
3 サンタンデール銀行 スペイン 3.4
4 HSBC 英国 3.3
5 ビルバオ・ビスカヤ・アルヘンタリア銀行 スペイン 3.0
6 バークレイズ 英国 2.7
7 KBC銀行 ベルギー 2.5
8 ラボバンク オランダ 2.4
9 UBS スイス 2.4
10 BNP パリバ フランス 2.2

組入銘柄数 142銘柄

【資産別配分】
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【通貨別配分】
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（注1）資産別・国別・通貨別配分は、2016年6月30日現在のものです。
（注2）資産別配分の比率は、純資産総額に対する評価額の割合、国別・通貨別配分の比率は投資信託証券の評価額合計に対する割合です。
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＜代表的な資産クラスとの騰落率の比較に用いた指数について＞
騰落率は、データソースが提供する各指数をもとに株式会社野村総合研究所が計算しており、その内容
について、信憑性、正確性、完全性、最新性、網羅性、適時性を含む一切の保証を行いません。また、
当該騰落率に関連して資産運用または投資判断をした結果生じた損害等、当該騰落率の利用に起因する
損害及び一切の問題について、何らの責任も負いません。

○東証株価指数（TOPIX）（配当込み）
東証株価指数（TOPIX）（配当込み）は、東京証券取引所第一部に上場している国内普通株式全銘柄を対象とし
て算出した指数で、配当を考慮したものです。なお、TOPIXに関する著作権、知的財産権その他一切の権利は
東京証券取引所に帰属します。

○MSCI － KOKUSAI インデックス（配当込み、円ベース）
MSCI － KOKUSAI インデックス（配当込み、円ベース）は、MSCI Inc.が開発した、日本を除く世界の先進
国の株式を対象として算出した指数で、配当を考慮したものです。なお、MSCI Indexに関する著作権、知的財
産権その他一切の権利は、MSCI Inc.に帰属します。

○MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）は、MSCI Inc.が開発した、世界の新
興国の株式を対象として算出した指数で、配当を考慮したものです。なお、MSCI Indexに関する著作権、知的
財産権その他一切の権利は、MSCI Inc.に帰属します。

○NOMURA － BPI国債
NOMURA － BPI国債は、野村證券株式会社が発表している日本の国債市場の動向を的確に表すために開発さ
れた投資収益指数です。なお、NOMURA － BPI国債に関する著作権、商標権、知的財産権その他一切の権利は、
野村證券株式会社に帰属します。

○シティ世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
シティ世界国債インデックス（除く日本、円ベース）は、Citigroup Index LLCが開発した、日本を除く世界主
要国の国債の総合収益率を各市場の時価総額で加重平均した指数です。なお、シティ世界国債インデックスに
関する著作権、商標権、知的財産権その他一切の権利は、Citigroup Index LLCに帰属します。

○JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ・グローバル・ディバーシファイド（円ベース）
JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス － エマージング・マーケッツ・グローバル・ディバーシファ
イド（円ベース）は、J.P. Morgan Securities LLCが算出、公表している、新興国が発行する現地通貨建て国
債を対象にした指数です。なお、JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス － エマージング・マーケッ
ツ・グローバル・ディバーシファイドに関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、J.P. Morgan 
Securities LLCに帰属します。
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